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今
年
も
師
走
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の

一
年
、
市
民

の
み
な
さ

ん
に
は
何
か
と
御
協
力
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
大
船
渡
市
消
防
団
に
と

っ

て
大

き
な
節

目

の
年

で
あ

り
ま
し

た
。昭

和
二
十
七
年
四
月
の
市
制
施
行

と
同
時
に
消
防
団
も
発
足
し
、
そ
の

後
、
分
団
制

の
組
織
替
え
を
行
い
、

そ
し
て
平
成
十
三
年
十

一
月
の
大
船

渡
市
と
三
陸
町

の
合
併
に
よ
り
、
新

し

い
消
防

団
と
し

て
生
ま
れ
変

わ

り
、
大
船
渡
市
消
防
団
設
立

五
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

消

防

団
長

あ

い
さ

つ

大
船
渡
市
消
防
団
長

消
防
団
の
歴
史
は
、
団
員
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
た
大
先
輩
の
方

々
の
ゆ

る
ぎ
な
い
消
防
精
神
と
市
民
の
皆
さ

ん
の
励
ま
し
や
後
押
し
が
築
き
上
げ

て
こ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
消
防
団

設
立

五
十
周
年

の
節
目

に
当
た

っ

て
、
改
め
て
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
自
然
災
害
が
猛
威

を
振
る
い
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
数
の

台
風
が
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
二
十
三
日
に
発
生
し

た
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
復
興
に

は
ほ
ど
遠

い
中
で
こ
の
冬
を
迎
え
よ

鎌

田

和

昭

う
と
し
て
い
ま
す
。

「人
の

一
生
に
最
も
大
切
な
る
も

の
は
安
心
な
り
。
百
才

の
寿
命
も

一

日
の
安
心
に
は
代
え
難
し
」
と
言
う

こ
と
ば
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
い
つ
の
時
代
に
あ

っ
て
も
人

間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
常
に
危

険
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
は
、

ど

な
た
も
実
感

し

て
い
る

こ
と

で

す
。私

達
消
防
団
員
は
、
脈
々
と
受
け

継

が
れ

て
き
た
消
防
精
神

を
も

っ

て
、
『安
心
と
安
全
』
に
結
び

つ
く
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民

の
み
な

さ
ん
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
消
防

団
活
動
を
進
め
て
参
り
た
い
と
お
も

っ
て
い
ま
す
。

終
り
に
、

こ
れ
か
ら
寒
さ
も
本
格

的
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
健
康
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ
ま
す
と
共

に
、
火
気
を
取
り
扱

い
す
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
、

「火
の
用
心
」

に
心
が
け
て
新
し
い
年
を
お
迎
え
で

き
ま
す

こ
と
を
お
祈

り
い
た
し

ま

す
。

回
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大
船
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工
会
議
所

大
船
渡
市
農
業
協
同
組
合

末
崎
漁
業
協
同
組
合

大
船
渡
漁
業
協
同
組
合

赤
崎
漁
業
協
同
組
合

綾
里
漁
業
協
同
組
合

越
喜
来
漁
業
協
同
組
合

吉
浜
漁
業
協
同
組
合
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大
船
渡
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
協
議
会

盛
町
消
防
後
援
会

第
二
分
団
消
防
後
援
会

第
三
分
団
消
防
後
援
会

第
四
分
団
連
合
消
防
後
援
会

第
五
分
団
消
防
後
援
会

第
六
分
団
消
防
後
援
会

猪
川
町
消
防
後
援
会

立
根
町
消
防
後
援
会

第
九
分
団
消
防
後
援
会

綾
里
地
区
消
防
後
援
会

越
喜
来
地
区
消
防
後
援
会

吉
浜
地
区
消
防
後
援
会

末
崎
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

盛
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

大
船
渡
第

一
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

海
の
星
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

甫
嶺

へ
き
地
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

大
船
渡
市
消
防
団
第

一
分
団
第

一
部

大
船
渡
市
消
防
団
第
五
分
団
第

一
部

大
船
渡
市
消
防
団
第
五
分
団
第
二
部

大
船
渡
市
消
防
団
第
五
分
団
第
三
部

大
船
渡
市
消
防
団
第
六
分
団
第
二
部

大
船
渡
市
消
防
団
第

一
分
団

大
船
渡
市
消
防
団
第
二
分
団

大
船
渡
市
消
防
団
第
四
分
団

大
船
渡
市
消
防
団
第
五
分
団

大
船
渡
市
消
防
団
第
六
分
団

大
船
渡
市
消
防
団
第
十
分
団

大
船
渡
市
消
防
団
第
十

一
分
団

消
防
団
員

・
消
防
職
員
で
あ
っ
た
方
々
が
叙
勲
及
び
、
市
政
功

労
者
と
し
て
受
章
な
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

菊菅菅志泉佐

地生生田八藤

定

平

勲
四
等
端
宝
章

百

二

勲
五
等
端
宝
章

賢
太
郎

旭
日
双
光
章

文

夫

端
宝
双
光
章

正

人

旭
日
単
光
章

將

郎

端
宝
単
光
章

『大
船
渡
市
市
政
功
労
着
】

治
安
功
労
者

鎌

田

治
安
功
労
者

菅

生

地
方
自
治
功
労

社
会
福
祉
功
労

地
方
自
治
功
労

消
防
功
労

林
業
功
労

消
防
功
労

昭

一

元
第
五
分
団
長

和

昭

元
第
八
分
団
長

消防団員

募集中1
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消防団

ニューフェイスー
第3分 団2部

基大藤佐

生年月日 昭和52年4月29日

勤 務 先 大船渡市役所

家族構成 祖父 ・祖母 ・父 ・母 ・姉

特 技 クラシックギター

趣 味 クラシックギター ・版画 ・

車 ・バイク

好きな女性のタイプ

落ちついた人

入団したきっかけ

地域密着型ゆえ

消防団に対 しての希望

冬なので コー トが欲しいです

先輩から一言

巴壁塑 堅 堕年!

鍛1.
を

諭

消防団

ニコーフェイス

第1分 団第1部

平康野金

生年月日 昭和58年11月10日

勤 務 先 協和石油

家族構成 祖父、父、母、弟、妹

特 技 サ ッカー、七夕製作

1趣 味 スケボー、人間観察

好きな女性のタイプ
　

1フ ツーにかわいい娘…でいいかな

入団したきっかけ

ほぼ強制的に志願書を書かされた(笑)

(=自 然に手が動き、気が付けば志願書

を提出していた)

消防団に対しての希望

来年からは操法の選手として活躍したい

のでご指導の程よろしくお願いします!!

先輩から一言

義勇愛郷の精神でもって、消防道を遭進

してください

圖



操
法
竸
披
会
に
つ
い
て

私
達
消
防
団
員
に
と

つ
て
、
六
月
は
操
法
の
月
、
お
よ
そ
ー
ヶ
月
の
訓
練

を
通
し

て
機
械
器
具
の
操
作

の
習
熟
と
共
に
、
団
員
相
互
の
絆
を
深
め
る

意
味

で
、
消
防
団
活
動
最
大
の
行
事
と
い

っ
て
も
過
一=一ロ
で
は
な
い
。

今
回
は
、
各
分
団
の
精
鋭
部
長

・班
長
に
、
反
省
や
豊
富
を
語

っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

「
来
年

の
美
酒
を

め
ざ
し

て
!
」

第

「
分
団
第

=
部

部
長

千

葉

洋

「

r嶋 践^へ

 

出
場

を
め
ざ

し
ま
し

た
が
、

歩
力

及
ば
ず

、
来

年
以
降

の
目
標

と

な

り
ま
し

た
。

約

五
十

日

間

に

わ

た

る

訓

練

期

間
中
昨

年

の
よ
う
に

「
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ

を
屯
所

で
観
よ

う

!
」
と

の
別

目
標

は
な
か

っ
た
も

の

の
、
団
員

の

参

加

は

極

め

て
好

調

で
な

ぜ

か
会

計
担
当

が
苦
心

し

て
お

り
ま
し

た
。

基
本
的

に

「毎
年

メ

ン
バ

ー
チ

ェ

ン
ジ
」

の
当

部

で
す
が

、

「勝

つ
」

た
め

の
秘

策

に

つ
い
て
、
冬

の
修
業

(夜
警

&

ス
ノ
ー
バ

ス
タ
ー
ズ

)
で

じ

つ
く

り
と
練

り
直

し

ま
し

ょ
う
。

赴

年ににに技
ぶ進気 も会今
りみ仙十で年
の'地 一 は の
あ県二 区年'操
と大十 大ぶ幸 法
一会三 会 り運 競

「
指
導
者
に
な

っ
て
」

第
二
分
団
第

=
部

班
長

鈴

木

康

文

早
や
十
四
年
、

巻

き
時
代

が
懐
か
し

く
感

じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
二
十
六
歳

で
入
団
し
、
こ

れ
ま

で
操
作

員
と
し

て
は
ポ

ン
プ

車
操
法

の
四
番
員

の
経
験

し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
年
齢
的
に
今
年
度
指

揮
者

と
し
て

の
順
番

が
や

っ
て
来

ま
し
た
。

指
揮
者

を
経
験

し
て
感
じ

た

こ

と
で
す
が
、
四
番
員
当
時

の
練
習
と

違

い
孤
独
な
練

習

で
あ

っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
が
、
そ
う
感
じ
た

の

は
私
だ
け
で
し

ょ
う
か
。

私

の
場
合

は
入
団

以
来
毎
年

反

省
し
て
十

四
年
、
練
習
後

の
深
酒
に

尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

人
と
人

と

の

つ
な

が
り
が
希
簿

「
火

点

は

前

方

・
の
標

的
、

水

利

は

ポ

ン
プ

車
右

側

後

方
防

火
水
槽

…
。
」

こ

の
セ

リ

フ
を
聞

く

よ

う

に

な

り
、

入
団
当

時

の
ホ
ー

ス

に
な

っ
た
と

い
わ

れ
る
今

日
こ

の

頃
、
団
員
相
互

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場

と
し

て
練
習

後

の
お

酒

は
、
あ
る
程
度
必
要
と
思
わ
れ
る
の

で
、
私
み
た
い
に
飲
み
す
ぎ
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

来

年
度

の
目
標

に

つ
い
て

で
す

が
、
今
年
度
よ
り
も
確
実
な
動
作
に

注
意
す
る
こ
と
。

そ
し
て
今
年
度
の
反
省
を
忘
れ
ず

に
、
常
に
前
向
き
に
考
え
て
訓
練
の

指
揮

・
指
導
を
し
、
操
法
競
技
会
に

望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
来
年
度
も
ま

た
貯
木
場
で
会

い
ま
し
ょ
う
。

「今
年

の
操
法
競
技
会

そ
し
て
来
年
」

第
三
分
団
第

=
部

班
長

井

上

淳

＼

十
六

年
度

の
操

、

一
法

競
技

会

は
、

約

・

峨
曇

萄

錫

繕

野

一
の
関
係
等

で
団
員

の
集
ま
り
も
多

い

日
や
、
少
な
い
日
が
あ
り
、
実
質
三

週
間
位

の
少
な

い
練
習
期

間
で
し

た
が
、
皆
で
協
力
し
、
充
実
し
た
練

習

が
出
来
、
支

部
大
会

に
も

出
場

し
、
好
成
績
を
収
め
る
事
が
出
来
、

満
足
の
い
く
結
果
で
し
た
。

来
年
度
も
部
長
を
中
心
と
し
て
、

全
団
員

で
目
標
を
持
ち
頑
張

り
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
操
法
と
仲
間
」

第
四
分
団
第
六
部

部
長

大
和
田

、、ノノ

轡

囮

浩

志

』

私

が

操

法

練
習

に
取

り
組

む

上

で

.
最

も
大

事

に

し

て

い

る

こ
と

は

「仲

,
」
間
意

識

」

を
持

つ

と

い

う

こ

と

で

す
。本
来
、
競
技
会
と
い
う
か
ら
に
は

勝
敗
が
関
わ

っ
て
く

る
の
は
当
然

な
の
で
す
が
、
確
か
に
成
績
は
大
切

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
も

練
習

を
通
し

て
仲

間
意
識

を
持

っ

て
団
結
力
を
高
め

て
い
く

こ
と

を

何

よ
り
も

一
番

に
考

え
て
取
り
組

ん
で
来
た
、
と
い
う

の
が
正
直
な
所

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
昨
年
、
今

年

と

こ
連

覇
す

る
と

い
う
素

晴
ら

し

い
結

果
に

つ
な

が

っ
た
と

い
う

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
雰

囲
気
づ
く

り
を

大
切
と
し
、
団
員
み
ん
な
の
心
が
ひ

と

つ
に
な

っ
て
操
法
は
じ

め
日
頃

の
消
防
団

活
動
に
頑
張

っ
て
い
き

た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

/

ふ
グ



「
常
勝
復
活
を
目
指
し
て
」

第
五
分
団
第
=
部

、

班
長

磯

谷

淳

し
、
ホ
ー
ス
延
長
の
正
確
さ
、

速
さ
、
全
て
の
動
作
で
気
仙
地
区
実

力

ナ

ン
バ
ー

ワ
ン
の
磯

谷
寛
治

一

番
員
、
何
が
何

で
も
勝
ち
た
い
と
思

う
闘
志

を
内
に
秘

め
ヤ
ー
ボ

直
伝

の

「規
律
」
と

「切
り
回
し
」

の
素

晴

ら
し
さ
を
身

に
付

け
た
磯
谷
拓

実

二
番
員
、
何
事
に
も
動
じ
な
い
図

太

い
神

経

の
持
ち
主

に
し
て
筋
肉

質

の
体
重

一
〇
〇

㎏
と
安

定
感
抜

群

の
小
沢
浩
喜

三
番

員
と
も
に
全

力

を
出
し
切
り
完
壁

に
操

法
を
行

い
ま
し
た
が
指
揮
者

の
力
及
ぼ
ず

二
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

五
分
団
幹
部

並
び

に

一
部
消
防

O

B
の
方

々
か
ら

の
物
心
両
面

の

激
励
と
長
崎
、
外
口
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
に
し
て
、
結
果

は
残
念
な
も

の
に
な
り
ま
し
た

が

選
手
に
怪
我
も
な
く
、
部
長
以
下
新

入
団
員

の
袖

野
雄

君
ま

で

一
致
協

力
し
て
操
法
期
間
を
乗
り
切
り
、
五

分
団

一
部

の
操
法

を
行

っ
た
こ
と

は
選
手
全
員

の
今

後

の
消
防
団

活

動

に
お

い
て
非
常

に
価
値

の
あ

る

経
験
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

操
法
競

技

の
結

果
は
選
手

が
力

を
出

し
切
れ
る
様
に
団
員
全
員

で

作

り
上
げ

る
地
道
な
組
織

活
動

の

多

く

の
消

防

団

員
、
来

場

者

の
熱

い
視

線

の
集

ま

る

中
、

「集

ま
れ

!
」

の
第

一
声

で
五

-

一
の

気

迫

を

示

走

る

上
に
勝
利
の
女
神
が
微
笑
む
も
の
だ

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

来

年
度

の
目
標

は
、
も

ち

ろ
ん

真

っ
向
勝
負
の
断
突
優
勝

で
す
。

今
年

の
負
け
は
五
分
団

一
部

の
新

た
な

ス
タ
ー
ト
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

共
に
頂
点
を
目
指
す

二
十
八
チ
ー

ム
と
ま
た
、
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

「来
年
の
優
勝
を
目
指
し
て
」

第
六
分
団
第
三
部

班
長

大

畑

力

傷
偽
.灘紘

今
年

三
人

の
新

人
が
入
団
し
部
全

体
が
盛

り
上
が
り

自
分
が
新
人

の
頃

の
活
気
あ

る
部

に

一
歩
近
付

い
た
か

の
よ
う
で
、
今
年

こ
そ
は
優
勝
を
狙

え

る
と

い
う
雰
囲
気
が
部
全
体

に

感
じ
ら
れ
た
。

結
果

は
残
念
な

が
ら
五
位

に
終

わ

っ
た
が
、
選
手
は
い
つ
も
と
違
う

満
足
感

が
得

ら
れ
た
よ
う

に
感

じ

ら
れ
る
。

後
輩
達

に
優
勝

を
味
わ

わ
せ

て

や
る
為
に
は
選
手
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ

を
サ
ポ

ー
ト
す

る
団

員
達

の

協
力

が
必

要
不
可
欠

で
あ

る
と
感

じ
、
今
後

い
か
に
強
力
な
サ
ポ
ー
ト

体
制

を
整

え

る
か

が
重

要
で
あ

る

と
思
う
。

「
今
後

の
目
標
」

第
七
分
団
第
三
部

部
長

士
ロ

田

清

喜

辱
d層■■ ム 」■■
の和達て員

際をと消に当
に図団防操部

的 り員技法で
確'間 術 をは
に有 のの通'

対事 融熟 じ団

 

応

で
き
る

こ
と

を
目
標

と
し

て
い

る
。そ

の
意
味

で
な

る

べ
く
若

い
団

員

及
び

元
選
手

に
前

と
違
う
番
員

と
し
て
選
手

に
起

用
し
て

い
る
の

で
、
今
年
も
そ
の
成
果
は
達
成
さ
れ

た
と
思
う
。

来
年
度

の
目
標
と
し
て
は
、
先
に

述

べ
た

こ
と
を
基
本
に
、
当
分
団
の

他
部

の
練
習
方
法

も
参

考
に
し
な

が
ら
、
よ
り
操
法
技
術

の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ

を
図
れ
ば
、
競
技
会
で
の
成
績

ア

ッ
プ
に
繋
が
る
と
思
う
。

「
操
法
に
関
し

て
」

第
八
分
団
第

=
部

部
長

山

本

幸

雄

お年有 とえ
陰度名 しば第
様のでて下八
を八す市位分
も1が 内の 団
ち一'で 常 と
まは本 も連言

 

し
て
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部

で
第
七
位

と
、
過
去
最
高

の
成
績
を
収
め
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
班
長
、
団
員
と

関
係
各
位

の
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
協

力

の
賜
物
と
感
謝

し

て
い
る
次
第

で
す
。
本
年
度

の
団
員

の
練

習
参
加
率

は
連
日
五
割
以
上
と
、
例
年
に
比

べ

か
な
り
高
率
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
成
績

を
含

め
こ
の
状
況
を

維
持
す

る
た
め
に
、
よ
り

一
層
団
員

の
参
加

を
呼
び

か
け

る
努
力

を
心

懸
け
る
所
存
で
す
。

最
後

に
競
技
会

開
催

に

つ
い

て

で
す
が
、
毎
年
開
催
す
る
必
要
性
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

地
区
大
会

が
な

い
年

は
団

員

の

負
担
軽

減

の
為
に
も
開
催

を
見
合

わ
せ
て
も
い
い
と
思
う
の
で
す
が
。

消
防
団
を
支
え
て
い
る
の
は
団
↓

分

団
幹

部
で
は
な
く
若

い
団
員
達

な

の
で
す

か
ら
。
御

考
慮

の
程
を

よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま
す
。

「来
年

の
操
法
竸
技
会
を

め
ざ
し
て
」

第
九
分
団
第
四
部

部
長

杉

山

敏

郎

1灘 熱
爽 行 鋤 撮,

象奮蟻霧難
チ場はし まに標はおの
1経 あて せ は と残 い操
ム験 り'ん'す 念て法

構 一 ま他 で遠 るな'競

団



成

で
は
メ
ン
タ
ル
な
部
分
で
弱
点

が

見
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

お
よ

そ

一
ヶ
月
間

の
練

習

の
中

で
、
選
手
自
身
が
そ
の
練
習
方
法
を

工
夫
し
、
思
慮
し
て
く
れ
る
の
で
、

操
作
技
術

の
面
で
の
不
安
は
少
な

い

の
で
す
が
、
精
神
面
と
な
る
と
な
か

な
か
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後

の
指
導

で
は
、
そ
う
い
う
面

に
も
力
を
注

い
で
、
次

回
に
は
過
去

の
成
績
を
上
回
る
結
果
を
残
せ
る
よ

う
、
団
員

一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
み

ま
す
。撫灘 難 綿 凛1第

鍵灘毒1.背'あ'て あ 団 て 越 込 す る の に の は の 平

大
船

渡
市
と

の
合

併

で
部

の
統

合
も
あ
り
、
今
ま
で
と
は
勝
手
が
違

っ
た
り
、
方
向
性
を
決
め
る
の
が
大

変
で
し
た
。

自
分

一
人
が
練
習
す

れ
ば
良

い

も
の
で
は
な
く
、
選
手

一
人
ひ
と
り

が
、
部
全
員
が
同
じ
方
向
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
結
果

が

つ
い
て
こ
な

い

と
思
い
、
何
度
と
話
し
合
い
団
結
し

ま
し
た
。

仕
事
で
選
手
が
集
ま
ら
ず
、
ど
う

し
よ
う
も
な

い
不
安

を
抱

え
な

が

ら
も
、
出
来
る
だ
け
の
練
習
を
積
ん

で
大
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

結
果
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
の

内
で
納
得
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

欲
を
言
え
ば
き
り
が
な
い
の
で
、

大
事

な

の
は
、
目
標

に
対
す

る
姿

勢
、
情
熱
だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん

な
は

一
人
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

支
え
合

い
な

が
ら
協
力
し

て
い
き

た
い
で
す
。

し
『
二

第
十

【
分
団
第
四
部

班
長

石

川

利

宏

の練でまら

日習はし練今
な方操た習年
ど法法 。をは
あや期私開五
ら休間の始月
ゆみは部しか

 

る

こ
と

を
指
揮
者

の
権
限

で
出
来

る
と

い
う

シ

ス
テ
ム
に
な

っ
て
い

て
、
選
手
四
人
で
決
め
た
事
は
目
標

だ
け
で
し
た
。

今
年

の
目
標
は
、
支
部
大
会
出
場

で
そ
れ
に
向

け
て
練

習
方
法
な
ど

を
考
え
ま
し
た
。

一
日
の
メ
ニ
ュ
ー
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
集
ま
れ
百
回
、

流

し
五
回
全
部
集
中

し
て
や

る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

練
習

が
終

わ
る
と
屯
所

で
前
年

度

の
操

法

の
ビ
デ
オ

を
摩

り
切
れ

る
程
自

分
達
に
た
り

な
い
も

の
を

見

つ
け
よ
う
と
皆
、
必
死
で
し
た
。

練
習
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
操

作
な
ど
は
、
皆
に
迷
惑
が
か
か
る
の

で
、

一
人
早
出
し
、
皆
が
来
る
ま
で

に
直

し
て
お
く
よ
う

に
な

っ
て
い

き
ま
し
た
。

元
々
自
分
達
が
や
ろ
う
と
す

る
操

法
は
十

回
や

っ
て
八

回
は
ミ

ス
な

し

で
出
来

な
い
と
本
番

に
は
無

理

と
い

っ
た
操
法
で
、
審
査
員
の
点
数

の
つ
け
方
が
悪
い
と
か
で
無
く
て
、

誰
が
見

て
も
納
得

の
い
く
操
法

を

し
た
く

て

一
致

団
結

し
や
り
ま
し

た
。結
果
、
大
船
渡
市
消
防
団
五
十
周

年

記
念

の
年
に
優
勝

さ
せ

て
頂
く

事
が
出
来
ま
し
た
。

分
団
長
を
は
じ
め
各
団
員
、
家
族
、

様

々
な
人
達

の
お

か
げ
だ

と
思

い

ま
す
。
な
に
よ
り

も
各
委
員

の
や
る
気

に
勝
る
も

の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

私

は
指
揮
者

と
し

て
各
番

員
を
誉

め
た
事

は
あ
り
ま

せ
ん

が
こ

の
場

を
か

り
て
ご

苦
労
様
と
言

い
た

い

で
す
。
今
後

の
課
題
と
し
て
は
、
ま
た

一

か
ら
練
習
を
重
ね
、
常
に
上
を
目
指

し
、

一
つ
ひ
と

つ
目
標
を
ク
リ
ァ
し

て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

最
後

に
な
り
ま
し

た
が
勝
ち

た

い
と
思
う
強

い
気
持

ち
が
結
果

に

出
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
明
日
か
ら

「勝

っ
て
驕
ら
ず

負
け
て
腐
ら
ず
」
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
擦

濡
需
叢

鷺

テ
に
^
.
丁

.

;

第
十

二
分
団
第

=
部

班
長

外

川

利

博

「こ
れ

で
何

回
目

だ

ろ
う
」

「指
揮
者

を

や
れ
ば

も

う
終

わ
り
」
そ
う
思

っ
て

参
加
し
た
競
技
会
。

や

っ
ぱ

り
緊
張

し
、

や

っ
ぱ

り
順
位

は
想
像

し
た

通
り
。

で
も
、
ほ

っ
と
し
た

こ
と
だ

け
は

た
し

か
で
あ

る
。

初
め

て
参

加
し

た
頃

は
学
校

の
グ

ラ

ン
ド

で
ホ
ー

ス
の
収

納
ま

で
あ

っ

た
た
め
、

一
番
員
を

や

っ
た
と
き
な

ど

は
、
筒
先

を
担

い
だ

ま
ま
ホ
ー

ス

を
丸
め

る
の
が
大
変
だ

っ
た
。

ま

た

水

揚

げ

操

法

で
機

関

員

を

や

っ
た

と

き
は
、

「も
し

水

が
出

な

か

っ
た

ら
。
」

そ

ん
な

心

配

を
し

な

が
ら
参
加

し
た

こ
と
を
思

い
出
す
。

勝
者

が
い
れ
ば
敗

者
も

い
る
。

点
数

を
付

け
れ
ば

順
位
が
出

る
。

私

の
部

は

順

位

に

は

こ
だ

わ

ら

な

い
。
今

ま

で
も
そ
う

で
あ
り
、
こ
れ
か

ら

も
そ
う

で
あ

る
と
思
う
。

し
か
し
、
自
分

た
ち

の
地
域

は
自

分

た

ち

で
守

る

と

い
う

郷

土

愛

護

の
精

神

は
他

の
分

団

と

同

じ

で

あ

る
。今

ま
で
も

そ
う

で
あ

り
、
こ
れ

か

ら
先

も
そ
う

で
あ

る
様

に
。

囹



六船渡市消防団第7分 団 火災 ・災害情報配信について

第1分 団では、火災.災 害情報をメrル で、皆様方に配信 してお ります。市外に居るときや、防災

無線の聞こえ難い所に居る時など、消防関係者はもちろん市民の方々も情報入手の手段として使っ

ていただけると思います。配信は第1分 団担当者が消防署の情報を元に火災 ・災害発生時に発生場

所 ・時間等をメルマガサイ トを通して配信いたします。ただし、火災 ・災害発生時には消防活動を

優先するため、遅配や未送信の場合もあるかと思いますので御理解いただきたいと思います。尚、

利用 料金等 は一・切かか りませ ん。

登 録 は、 大船渡 市消 防団第1分 団ホ ームペー ジ

uRLhttP://ip.tosp.coJp/i。asp?i=ofunato1 か らお願 いいた します 。

携 帯docomoiモ ー ドの場 合 通 常 画 面 か らimode→internet→URL入 力 →

http=//lp.tosp。co.jp/i.asp?i=ofunato1

au ezwebの 場 合 通 常 画 面 か らezweb→ ダ イ レ ク ト入 力→

http://ip.tosp.co.jp/i.asp?i=ofunato1

ボ ー ダ フ ォ ン の 場 合 通 常 画 面 か らJ-sky→ ダ イ レ ク ト入 力 →

http://ip.tosp.co.jp/i.asp?i=ofunato1

OKで 第1分 団のホー ムペー ジが表示 され ます 。火災 情報 の ご案 内 を読 んで いただ き、

火 災情 報登録→ メル マガ登録 画面→ 登録→ 送信 約5分 後登 録完 了 メール が届 き ます。

ドメイ ン指定 受信設 定 を してい る方 は最初 にmini.mag2.comを 受信 でき るよ う追加 して くだ さい。

また、3ヶ 月に一・回程度 メンテナ ンスの為、試験配 信 します。 旧サイ トに登録 され てい た方 も再登録

をお願 い いた します。

レ問 い合 せ先=第1分 団第1部 嶋村裕 司090-2361-8184大 和 田秀 明090-2591-9902

消防団

ニューフエイス

第5分 団2部

新 圭史郎

生年月日 昭和56年10月1i日

勤 務 先 大船渡市役所

家族構成 祖父 ・祖母 ・父 ・母 ・姉

特 技 スポーツ全般

趣 味 旅行

好きな女性のタイプ

大和撫子

入団したきっかけ

団員の方からの誘い

消防団に対しての希望

市民に信頼のある消防団であってほしい

先輩から一言

まっていたぞ!ケ イシロウ

消防団

ニコーフェイス

第6分 団2部

只 野 吉 哉

生年月日 昭和54年2月17日

勤 務 先 ㈲只野瓦工業所

家族構成 父 ・母 ・自分の3入 家族

特 技 楽しく会話すること

趣 味 のどかな所を観光。映画館で

泣く。

好きな女性のタイプ

背が低くて、芯のある人

入団したきっかけ

地域交流と何か役に立ちたいと思い入団

しました

消防団に対しての希望
これから育ってくる子どもや青年と触れ

あう機i会をもっと増やし未来の力として

ほしい

先輩から一言

大船渡市消防団の1員 として誇りを持ち、

自分の為、そして地域の為に活躍する事

を望みます。今後のあなたの活動に期待

します。

消防団

ニコーフエイス

第8分 団2部

新 沼 勝 利

生年月日 昭和54年9月10日

勤 務 先 東海精密工業㈱

家族構成 父 ・母 ・弟1人 の4人 家族

特 技 しばらく考えたが、見つから

ない

趣 味 格闘技

好きな女性のタイプ

大塚 愛

入団したきっかけ

同じ地域の人の誘い

消防団に対しての希望

現状に満足

先輩から一言

共に頑張ろう!
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火災以外の出動状況 火災発生状況

風水害 3回 744人 種 別 件 数
建物火災 9

捜索活動 7回 984人 林野火災 4

予防査察 1回 828人 車両火災 0

そ の 他 1

予防広報 随時 153人 合 計 14件

合 計 2,709人 損 害 額 74,623千 円

平成16年12月28日 現在

含 服 尼 欝 ・大膿 市消防団だより、は環境にやさしい古纐 己合率1。。%の 離 紙と短 油インキを使用して、、ます.
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